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「物事の本質を見極める」

執行役員
経理購買部長

櫻 井  克 巳

平成 27 年 8 月 14 日、九州電力㈱ 川内原子力発電所 1 号機が、全国で停止している原子力発電所のト

ップを切って発電を再開しました。原子力事業に携わった人々にとって正に〝記念すべき日〟ではないか

と考えます。

関係の方々、社員そして協力会社の皆さんのご努力に感謝いたします。

さて、当社は中期経営計画＝サバイバルプランの運用定着に向けて売上高拡大、コスト意識の改善など

に取り組んでおり一定の成果を確認しています。

それぞれの部署が大方針に基づき戦略→戦術→戦闘というように目標設定から具体的な実行プランを策

定し実行していきますが、その時に注意しなければならないことは、「物事の本質を見極める」というこ

とです。

ある物事を見極める場合には、決して偏った考え方で見るのではなく、様々な立場やあらゆる視点から

見渡すことが必要です。これが「大局的な視点」と言われるものです。アナログからデジタルへ、腕時計

から携帯電話へと色々なパラダイムがシフトして行く現在、物の見方や考え方に固執していては変化に対

応できず、立ち遅れてしまう結果となります。

では、どうすれば良いのでしょうか？これまでに知られている常識や他人の考え方に染まらず「自分の

頭で疑問を持ってしっかり考える」ということが肝要です。

常識的な考え方や人の意見、見解などは大切です。しかし、そのまま取り入れるのではなく、「何故そ

うなるのか？これで良いのか？」をよく考え、物事の本質を見極めること、捉えることが重要だと思います。

例えば、「利益と資金」です。「帳簿上は利益を出しているのに資金がない」ということは経営上よくあ

ることで、「利益」は収益（売上高）から費用（原価）を引いたある断面での数値、一方、「資金」は収入

から支出を引いた実際のお金の出入りであり、計上時期にズレが生じていることから必ずしも一致はしま

せん。そのことを理解せず「利益を出しているからお金はある！」と判断するのは危険です。利益が出て

いることは間違いありませんが、実際に「お金が手元にある」こととは違うという本質をきちんと理解し

ておかなければなりません。

以上のことを肝に銘じ、今後も「物事の本質」に意識を傾けてあらゆる事象に対応していきたいと思っ

ています。

これから、川内原子力発電所 2 号機、玄海原子力発電所 3、4 号機と再稼働に向けた対応や工事が続きます。

当社の実力を最大限に発揮して無事に完遂されますようお願いいたします。

ご安全に！

幹部メッセージ

▲平田社長が玉串奉奠を務めました ▲祝辞を述べる平田社長

8 月 5 日、菅原バイナリー発電所の竣工式が執り行われま

した。

式典には、九電みらいエナジー㈱穐山社長、九州電力㈱

瓜生社長、九重町坂本町長をはじめ、関係者約 70 名が参列し

ました。

当社からは平田社長、久富火力本部長、木村プラント建設

本部長、山﨑営業本部長が参列し、神事では平田社長が玉串

奉奠を務めました。

厳かな雰囲気で行われた神事に続き、施工者あいさつが行

われ平田社長は「作業のピークは厳寒期でありましたが、無事故・無災害で完

成を迎えられたことを嬉しく

思います。また、当社の社憲

にあるとおり“エネルギー産業の一翼を担う企業”として貴重な

地熱エネルギーであるこの菅原に関わることができたことに感謝

します。今後も当発電所が順調に営業運転を続けていくことをお

祈りしています」と発電所の完成の祝辞を述べました。

なお、同発電所は、国内最大出力の地熱バイナリー発電所で、

日本で初めての自治体（九重町）と民間企業（九電みらいエネジー

㈱）の協働による地熱発電事業です。

菅原バイナリー発電所 竣工式が執り行われる

菅原バイナリー発電所概要
所在地：大分県玖珠郡九重町大字菅原
出　力：5,000kW
営業運転開始：平成 27 年 6 月

平田社長は社長に就任して以降、各現業機関を訪問し、お客さまへの挨拶と各所員へ激励を行っています。

平田社長は訓話で「当社のモットーは『誠実な施工』である。皆さんの日頃からの誠実な対応が、仕事の

受注等に結びついていると考える。電力システム改革で、当社の経営状況も変わってくることが予想される。

今後とも、お客さまへの誠実な対応を維持し、当社を支えてほしい。

また、私は『安全の確保』が最優先であり、安全あってこその事業活動であると考える。皆さんが安全作

業を徹底することで、お客さまの信頼を今日まで得てきた。まだまだ厳しい作業環境が続くが、心身ともに

安全第一で皆さんの業務を進めることをお願いしたい」と述べられました。

平田社長はこれからも順次、各所を訪問される予定です。

▲大分事業所で所員を激励する平田社長。右は溝辺相談役 ▲所員の皆さんも熱心に耳を傾けました（写真は八丁原事業所）

平田社長が各所を訪問　～所員を激励～

▲菅原バイナリー発電所


